























































































































幸 1)、辻本登志英 1)、千代　孝夫 2)、浜崎　俊明 2)、
　是永　　章 1)、亀井　　純 1)
【目的】全国救命救急センターは261施設が指定されている（平成25
年5月4日現在）．これらの診療実績を分析し，救命救急センターに
指定されている赤十字病院の位置づけを明らかにする．
【方法】厚生労働省，総務省による統計報告や各病院の診療実績な
どから，年間の救急受診者数，救急車台数を集計し，各都道府県の
人口および年間救急搬送数を加えて統計的分析を行った．
【結果】全国救命救急センターの救急受診者数は中央値 15,750±
1637人/年，救急車台数は中央値 4,191±278台/年であった．年間救
急搬送件数に対して，救命救急センターへの搬送が占める割合は中
央値 23.7±2.8%であり，各都道府県人口との相関はなかった．救命
救急センターに指定されている赤十字病院は33施設あり，救急受診
者数は中央値 19,119±4389人/年，救急車台数は中央値 5,596±790
台/年であった．救急受診者数，救急車台数とも赤十字病院以外の
病院より有意に数が多い結果となった．
【結論】全国救命救急センターの中でも，赤十字病院はより多くの
救急患者の診療を行なっていた．
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